
一般会計
93億 6,500 万円

用
語
解
説

平
成
24
年
度

当
初
予
算
の
概
要

対前年比
△1億7，8００万円　1.9%減

項目 予算額 前年度比較増減額

自

主

財

源

町税 3,652,148 △ 72,472
町民税 1,833,603 △ 2,218 
固定資産税 1,435,548 △ 93,428
軽自動車税 56,605 1,074
町たばこ税 208,206 27,046
入湯税 355 99
都市計画税 117,831 △ 5,045

分担金及び負担金 111,069 △ 11,496
使用料及び手数料 57,853 480
繰入金 311,611 64,033
繰越金 150,000 0
その他 138,090 10,858

財産収入 24,897 △ 256
寄附金 2 0
諸収入 113,191 11,114

項目 予算額 前年度比較増減額

依

存

財

源

地方交付税 1,800,000 140,000
町債 999,200 △ 167,100
国庫支出金 1,071,452 △ 21,493
県支出金 548,577 △ 14,310
その他 525,000 △ 106,500
地方消費税交付金 300,000 △ 40,000
地方譲与税 102,000 △ 4,000
地方特例交付金 20,000 △ 38,000
自動車取得税交付金 20,000 △ 15,000
ゴルフ場利用税
交付金 60,000 △ 10,000

利子割交付金 8,000 △ 4,000
株式等譲渡所得
割交付金 2,000 1,000

配当割交付金 8,000 4,000
交通安全対策特
別交付金 5,000 △ 500

（単位：千円）

町税　39.0％
・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・入湯税
・都市計画税

自

主

財

源

依

存

財

源

分担金及び負担金　1.2％
使用料及び手数料　0.6％

繰入金　3.3％
繰越金　1.6％その他　1.5％

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金
その他　5.6％

19.2％

10.7％

11.4％

5.9％

歳入合計
93 億
6,500 万円 　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
「
安

心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
概

念
を
ふ
ま
え
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
様
ざ
ま
な
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会
計
で
�
行

政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
で
す
�
こ
れ
に

対
し
て
�
特
定
の
事
業
を
行
う
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
�

地
方
交
付
税

　
所
得
税
�
法
人
税
�
酒
税
�
消
費
税
�

た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
の
額
を
�
国
が
各

地
方
公
共
団
体
に
人
口
�
面
積
�
財
政
力

な
ど
に
応
じ
て
交
付
し
ま
す
�
使
い
道
は
�

各
団
体
が
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
�

町
債

　
町
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
お
金

で
す
�
原
則
と
し
て
�
道
路
や
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
も
の

で
す
�

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　
町
で
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
�
使
い
道
が
決

ま
�
て
い
ま
す
�

民
生
費

　
子
ど
も
や
高
齢
者
�
障
が
い
者
の
福
祉

や
医
療
助
成
な
ど
の
経
費
で
す
�
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平成 24 年度予算の概要は？

歳出合計
93 億
6,500 万円

　平成 24 年度の予算は前年度より約

1.9%、1 億 7,800 万円減少しました。

　町の収入は、町税など町が自ら確保す

ることができる自主財源と、地方交付税

や国・県の支出金など、ほかの財源に頼

る依存財源に分けられます。平成 24 年

度は、町税などが減少したため、国・県

の補助金などの依存財源を積極的に活用

し、予算編成を行いました。

　依存財源のうち、地方交付税は 1 億 4

千万円増加、町債は 1 億 6,710 万円減

少しています。

　歳出では、町道整備事業などを含む土

木費が約5,400 万円、消防費が約2,900

万円それぞれ増加しました。総務費は役

場庁舎耐震補強事業完了に伴い約 1 億

3,300 万円、教育費では毛呂山中学校

武道場新築事業完

了 に 伴 い 約 1 億

6,800 万 円、 そ

れぞれ減少してい

ます。

平成 24年４月１日現在の人口３万 6,084 人で算出

町民１人あたりに使われるお金は　

合計２５万９，５３３円

項目 予算額 前年比較増減額
民生費 3,056,387 5,674
土木費 1,500,550 53,996
総務費 1,189,595 △ 133,287
教育費 944,101 △ 168,374
衛生費 812,993 △ 3,443
公債費 760,107 △ 4,267
消防費 619,452 29,054
農林水産業費 116,630 △ 6,399
その他 365,185 49,046

議会費 115,031 △ 13,294
諸支出金 163,621 61,592
商工費 46,495 3,748
労働費 30,032 △ 3,000
予備費 10,000 0
災害復旧費 6 0

　当初予算の概要

民生費

農林水産業費 その他

消防費

公債費

衛生費

教育費

総務費

土木費

32.6％

4.0％
1.2％

6.6％

8.1％

8.7％

10.1％
12.7％

16.0％

平成 24 年度

（単位：千円）

総
務
費

　
税
務
事
務
や
住
民
窓
口
�
選
挙
な
ど
に

係
る
経
費
で
す
�

土
木
費

　
道
路
�
公
園
な
ど
の
建
設
�
整
備
�
維

持
管
理
の
た
め
の
経
費
で
す
�

教
育
費

　
学
校
の
維
持
管
理
�
給
食
な
ど
教
育
全

般
に
係
る
経
費
で
す
�

衛
生
費

　
公
衆
衛
生
�
ご
み
の
収
集
な
ど
に
係
る

経
費
で
す
�

公
債
費

　
町
債
の
返
済
金
で
す
�

消防費

17,129 円

衛生費

22,579 円

教育費

26,213 円

総務費

32,961 円

民生費

84,608 円

農林水産業費

 3,114 円

その他

10,382 円

公債費

21,022 円

土木費

41,525 円
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【主な事業】
児童手当　　　　　　　　　　　　　 5 億 5,500 万円
介護給付費・訓練等給付費　　　 3 億 8,130 万 8千円
民間保育所運営委託料　　　　　 2 億 9,775 万 9千円
こども医療費　　　　　　　　　　　 8,757 万 6千円
重度心身障害者医療費　　　　　　　　　　7,212 万円
自立支援医療給付費　　　　　　　　 5,314 万 2千円
各種検診・予防接種委託料　　　　 1 億 685 万 9千円

　
【主な事業】
パソコン機器等借上料　　　　　　　　5,376 万円
小中学校パソコン機器借上料　　 2,037 万 6千円

　
【主な事業】
武州長瀬駅北口周辺地区整備事業　   5 億 8,254 万 3千円
町道整備事業　　　　　　　　 　 2 億 9,786 万 3千円
農道・用排水路改良事業　　　　　　　　　1,002 万円

　【主な事業】
学力向上支援員賃金　　　　　　　 2,660 万 3千円
川角中学校消防・放送設備改修工事　　　　 2,440 万円
就学援助費　　　　　　　　　　　 2,286 万 1千円
小学校トイレ改修工事　　　　　　　　　2,176 万円
児童生徒支援員賃金　　　　　　　 1,452 万 2千円
小中学校特別支援学級用空調設備設置工事　　　  1,240 万円
川角小・中学校公共下水道接続工事　　　1,270 万円

教育施策の充実

情報化施策の充実

少子高齢化対策を中心とした

福祉・保健施策

生活環境基盤などのインフラ整備

平成 24年度に
　　　　  実施する主な事業を紹介します！

防災施策の充実
　
【主な事業】
地域防災計画改訂業務委託料　　　　　　　　 　　509 万円
自動体外式除細動器借上料　　　　　　　     262 万 1千円 
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町
に
は
、
一
般
会
計
ほ
か
に
、
４
つ
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計
で
あ
る
水
道

事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
、
一
般
会
計
と
は
独
立
し
た

経
理
会
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国民健康保険特別会計
…44億 8,521 万 2 千円（前年度比 0.7％減額）

介護保険特別会計
…18億 312 万 4 千円（前年度比 8.6％の増額）

農業集落排水事業特別会計
…2,787 万 6 千円（前年度比 2.0％の増額）

水道会計

【水道事業収益】
　水道料金など
　予 算 額／ 7 億 6,344 万３千円
　前年度比／ 3.4％の減少

【水道事業費用】
　水道施設維持管理、県水受水費など
　予 算 額／ 7 億 4,876 万 5 千円
　前年度比／ 2.8％の減少

【資本的収入】
　企業債など
　予 算 額／ 6,093 万 5 千円
　前年度比／ 457.2％の増加

【資本的支出】
　配水施設整備など
　予 算 額／ 4 億 5,107 万 2 千円
　前年度比／ 0.7％の増加

後期高齢者医療特別会計
…2億 8,800 万 3 千円（前年度比 9.4％の増額）

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を行い
ます。現在は主要な処理施設の建設が終了し、施設維持
管理費用が中心となっています。

　高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、
運営に使われます。

　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が、安心し
て生活を送れるように、総合的な介護サービスを行うた
めに使われる予算です。

　医療保険制度の基礎的役割を果たしています。いざと
いうときに安心して医療を受けられるようにするために
使われる予算です。

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給す
るための予算です。とくに老朽管の布設替え、
および老朽施設の改修を積極的に行います。

特別会計

　当初予算の概要
平成 24 年度

7 広報もろやま  4月20日号


	4月号P4
	4月号P5
	4月号P6
	4月号P7



